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テレビでどしゃくずれのニュースをみました。すなのやまにみずをながしたみたいに、やまがぐしゃっとくずれ

ていました。「なんでこんなことになるの？」とおかあさんにきいてみました。「あめがたくさんふって、じめんも、き

のねっこも、もうみずをささえきれないというときに、みずのながれるちからのほうがつよくなって、やまがくずれ

てしまうのよ。にほんのやまは、しゃめんがきゅうで、みずをささえきれないところがおおいのよ。」とおしえてもら

いました。 

 みずがみちにあふれると、どこまでがみちなのかわからなくなります。まえに、おとこのこがひなんじょにいくと

ちゅうにかわにおちてしんでしまったことがあると、ききました。ふだんかよいなれたみちでも、みずがあるだけで、

どこになにがあるのかわからなくなってしまいます。みずってほんとうにこわいんだなあとおもいました。 

 あめがいっぺんにふらずに、ちょっとずつふってくれたらいいのになあ。もし、ぼくのいえのまわりが、みずで

いっぱいになったらどうしよう。ぼくのかよっていたほいくえんのうらにあった、いのこやまがくずれたらどうしよう。

ぼくは、すごくこわくなりました。みずでみちがわからなくなるまえに、にげたいなあ。みずがいっぱいにならない

ように、じょうずにながれてほしいなあ。たくさんあめがふったり、つづいたりするときは、さきにしって、どうしたら

いいか、かんがえておきたいなあ。かぞくといっしょにいたいなあ。ぼくは、おおあめやどしゃくずれで、いえが

こわれたりひとがしんだりしないよう、みんながずっとげんきでいられるようになってほしいです。ぼくも、もしもの

ときのことを、おしえてもらって、しっかりおぼえておこうとおもいます。 


